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令和7年度事業報告書  

 

特定非営利活動法人しんしろドリーム荘  

 

１  事業実施の概略  

 特定非営利活動法人しんしろドリーム荘は、「住民が地域を変える。」を理念に、行政、ＮＰ

Ｏ、地域住民及び民間企業に対して、高齢者や障害者の福祉増進、ものづくりを通じた交流の

推進、住民参画型まちづくりの推進、及びスポーツ教室や情報処理授業を通じた子どもの健全

育成のための提案、助言、啓発等に関する事業を行い、人々が街中で夢を語り合うような活力

あふれる地域の実現に寄与することを目的とし、次の事業を実施した。 

具体的には、本法人の定款第５条第１項第１号の事業として、①ホームページ等による情報

提供事業、②ユニバーサルデザインによる街づくりの助言及び啓発事業、③情報処理の教育現

場における教師への助言及び援助事業、④スポーツを通じた健康増進及び子どもの健全育成

のための啓発事業、⑤交流の場の提供事業、⑥意見交換の場の提供及び啓発事業を実施し

た。 

 

２  事業の実施に関する事項  

ア ホームページ等による情報提供事業 

（ア）事業内容  

 街づくりや人づくりのための夢のある活動をしようとする者を支援するために、その活動に関

する情報をホームページ上に掲載した。 

（イ）実施日時  

 通年  

（ウ）実施場所  

 インターネット上  

（エ）従事者の人数  

 ホームページ管理者１名  

    （オ）受益者  

地域住民他  

（カ）支出額  

0円（ドメインhttps://dreamso.ｊ ｐ登録料等は、代表理事より無償提供）  

（キ）収入額  

 0円（無料で提供）  

 

イ ユニバーサルデザインによる街づくりの助言及び啓発事業  

A）障がい者パソコン訓練 

（ア）事業内容  

 ユニバーサルデザインの街づくりの一環として、障害者の雇用機会の増進を図る目的で、

愛知障害者職業能力開発校（愛知県豊川市）からの公募に応じてプロポーザル提案を行

い、採択を受けた場合に、障害者に対してパソコン訓練を実施した。なお、本障害者職業

訓練は、本校愛知障害者職業能力開発校が近隣に所在する環境であるが、本校に入校

できなかった者のセーフティーネットの役割を重視している。 

 （イ）実施日時  

1)パソコン基本操作習得コース（前期・7月コース）  

  令和7年7月1日～8月29日  定員3名、受講生0名  

2)パソコン基本操作習得③コース（後期・11月コース）  

  令和7年11月5日～12月26日  定員6名、受講生１名  
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（ウ）実施場所  

 しんしろドリーム荘研修室  

（エ）従事者の人数  

主任講師１名、事務員1名  

（オ）受益人数  

コース名  訓練生人数  

パソコン基本操作習得③コース 全1名  

（カ）支出額 

 6,192円(新聞図書費）（講師代は、無償ボランティア）  

（キ）収入額 

   138,400円（愛知障害者職業能力開発校受託費）  

 

B）すべての人と音楽を事業 

（ア）事業内容  

 令和 7年度愛知県文化事業補助金で誰もが鑑賞可能な音楽コンサートを、しんしろ星の

子合唱団オリオンチームとR８年2月22日に豊根村で行った。 

（イ）場所  

豊根村村民ホール 

（ウ）従事者の人数  

裏方・表方60名  

（エ）受益人数  

 参加者（のべ）：子ども80人、大人100人  

（オ）支出額 

762,628円（会場使用料、外注費等） 

（カ）収入額 

200,000円（愛知県補助金） 

 

C）子どもゆめ基金事業 

（ア）事業内容  

 子ども夢基金をきっかけに、子ども達に音楽セラピーを体験する場をつくり、子どもの自殺

防止など、音楽の力で子どもを守ることを試みた。 

（イ）場所  

①夏休み音楽セラピー体験教室  

東郷公民館：8/17・27 参加者82名  

（ウ）従事者の人数  

音楽指導者1名、ピアニスト1名、スタッフ1名  

（エ）受益人数  

 参加者（のべ）：子ども82人  

（オ）支出額 

284,195円（会場使用料、外注費等）  

（カ）収入額 

211,015円（助成金） 

 

 

D）高齢者施設利用者満足度分析 

（ア）事業内容  

 老人ホーム等の利用者の満足度調査を行い、高齢者福祉の終末の生活を支援する研究
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を行った。社会福祉法人福寿園の委託事業として行った。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

 愛知県内  

（エ）従事者の人数  

スタッフ5名  

（オ）受益者  

介護サービス利用者約5,000人  

（カ）支出額  

1,839,978円（交通費等）  

（キ）収入額  

    1,100,000円（受託費）  

 

E) 介護事業所管理者育成支援研修 

（ア）事業内容  

 この研修は、東三河地域全体で介護人材の確保・定着・育成することを目的とする介護

人材確保支援事業の一環として、介護人材の定着のため、介護事業所の施設長など職場

管理を行う者を対象に、職員の育成や働きがいのある職場づくりに必要なスキルを習得する

ことを目的とした研修を愛知県東三河総局からの受託事業として行った。 

（イ）実施日時  

1日目：前期研修   令和7年11月26日（水）  13:30～17:00(昼休憩1h）   

2日目：後期研修   令和7年12月16日（水）  13:30～17:00(昼休憩1h）   

（ウ）実施場所  

 豊橋市役所  東128,86会議室  

（エ）従事者の人数  

スタッフ5名  

（オ）受益者  

   介護事業所25施設の管理者・施設長25名  

（カ）支出額  

0円（無償ボランティア）  

（キ）収入額  

    151,800円（受託費）  

 

F)ショーファー（おかかえ運転手）システム実働事業 

（ア）事業内容  

 車が運転できなくても暮らし続けられるまちづくりを実施するために、ショーファーシステムの

運用を行った。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

 新城市内及び周辺地域  

（エ）従事者の人数  

コアスタッフ6名  

（オ）受益者  

利用会員42名、ショーファー会員6名  

（カ）支出額  

   0円（無償ボランティア）  
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（キ）収入額  

    572,000円（受取寄付）  

 

G)子どもお金の講座 

（ア）事業内容  

 東三河広域連合消費生活課からの受託で、東三河の小学生に正しいお金の使い方を教

える講座を開催した。 

（イ）実施日時  

東三河（蒲郡8/2、新城8/3、豊橋8/9、田原8/10、豊川8/11）の5地区7会場にて 

（ウ）実施場所  

 研修会場  

（エ）従事者の人数  

講師1名  

（オ）受益者  

小学生156名、保護者148名  計304名  

（カ）支出額  

54,054円  

（キ）収入額  

    358,600円  

 

H)無料塾事業 

（ア）事業内容  

 農山村に潜む困窮者をPC学習で掘り起こし地域で楽しく暮らす事業をWAMに提案し、R6

補正予算の助成に採択されて実施した。（イ）実施日時  

2024年9月10日～2025年1月30日、毎週火曜17時～18時  

（ウ）実施場所  

 サロンラポール 

（エ）従事者の人数  

講師2名、事務員1名  

（オ）受益者  

受講者20名  

（カ）支出額  

7,169,430円（印刷費、人件費。）  

（キ）収入額  

  7,000,000円（事業補助金）  

 

I)貧困の連鎖を断つ子どもプログラミング教室 

（ア）事業内容  

 子どもの貧困の連鎖を断つために、貧困家庭の子どもに欠乏する非認知能力をつけるため

に、非認知能力を身に付けるのに有効なプログラミングを教える機会をつくった。資金は、ドコ

モ市民活動支援助成金 2024・2025などを活用した。 

（イ）実施日時  

ドコモ2025：2025年9月1日～2026年3月31日  

ドコモ2024：2024年9月1日～2025年8月31日  

（ウ）実施場所  

 サロンラポール 

（エ）従事者の人数  

講師2名  
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（オ）受益者  

受講者10名  

（カ）支出額  

1,381,265円（印刷費、人件費。）  

（キ）収入額  

  1,130,000円（事業補助金）  

 

ウ 情報処理の教育現場における教師への助言及び援助事業  

       今年度の事業はなし。 

 

エ スポーツを通じた健康増進及び子どもの健全育成のための啓発事業  

A)新城市バレーボール協会への支援 

（ア）事業内容  

 バレーボールを通じた新城市民の健康の増進を図るために、代表理事を新城市バレーボ

ール協会会長に派遣する。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

 新城市全域  

（エ）従事者の人数  

代表理事  山本拓哉  １名  

（オ）受益者  

新城市バレーボール協会会員610人を始めとした全新城市民  

（カ）支出額  

0円（会費等の支出は、代表理事の自己負担）  

 

（キ）収入額  

    0円  

 

オ 交流の場の提供事業 

A) 孤独・孤立対策推進事業 

（ア）事業内容  

 内閣府「孤独・孤立対策推進のNPOモデル事業」の受託をきっかけに、「空家再生型メン

ズシェッド」により、男性高齢者の孤独・孤立対策を実施した。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

 新城市八名井の炭焼き小屋跡地をはじめ市内 10か所をめざす。 

（エ）従事者の人数  

委員会委員7名、スタッフ1名  

（オ）受益者  

新城市一円の住民  

（カ）支出額  

2,006,046円（委員謝金、事務用品、会議費等）  

（キ）収入額  

1,998,800円 (事業委託金 ) 

 

カ 意見交換の場の提供及び啓発事業  
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A)市民活動サポート（事務所経営管理） 

（ア）事業内容  

市民活動団体の意見交換の場をつくる活動のために事務所運営を行った。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

東新町事務所  

（エ）従事者の人数  

職員5名、管理指導１名  

（オ）受益者  

東三河地域の住民  

（カ）支出額  

     5,428,295円（給与、法定福利、通信費、賃貸料、法人税等）  

（キ）収入額  

     2,206,403円 (寄付金等 ) 

 

B)コミュニティーサロン「みんなの居場所」事業 

（ア）事業内容  

 人々が集い語らう場所サロンラポールを活用し、「うたごえサロン」、「糸かけサロン」、「自立

体操サロン」、「親子合唱」等を実施した。今年度は、愛知県より「元気な愛知づくり補助事

業」の助成金のもとに実施した。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

 サロンラポール 

（エ）従事者の人数  

コアスタッフ4名  

（オ）受益者  

東三河一円の住民年間のべ約3,000人  

（カ）支出額  

6,109,533円（給料、報酬、水光熱費等）  

（キ）収入額  

    5,606,000円（参加費、寄付金等）  

 

C)NPO支援事業 

（ア）事業内容  

 冠婚葬祭互助会の助成金（未収入金）をもとに、傾聴専門員による介護施設利用者の孤

独を解消する活動を行った。 

（イ）実施日時  

通年  

（ウ）実施場所  

 社会福祉法人福寿園  

（エ）従事者の人数  

コアスタッフ2名  

（オ）受益者  

利用者50名  

（カ）支出額  

273,398円（報酬、会場費等）  
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（キ）収入額  

    0円（未収入金）  

 

 以上の事業を進めた。 

 

３  会議の開催に関する事項  

（１）総会  

ア 通常総会  

（ア）開催日時及び場所  

令和８年5月３０日午後1時から2時まで しんしろドリーム荘会議室  

（イ）議題  

①令和7年度事業報告の承認について 

②令和7年度収支決算の承認について 

③令和8度事業計画の承認について 

④令和8度事業予算の承認について 

⑤その他重要事項  

 

（２）理事会  

ア 第１回理事会  

（ア）開催日時及び場所  

令和7年8月10日  18:00～19:00 事務所  

（イ）議題  

①事業の経過と今後の計画について 

②その他重要事項について 

 

イ 第２回理事会  

（ア）開催日時及び場所  

令和7年10月12日  18:00～19:00 事務所  

（イ）議題  

①事業の経過と今後の計画について 

②その他重要事項について 

 

ウ 第３回理事会  

（ア）開催日時及び場所  

   令和7年12月14日  18:00～19:00 事務所  

（イ）議題  

①事業の経過と今後の計画について 

②その他重要事項について 

 

エ 第４回理事会  

（ア）開催日時及び場所  

令和8年2月8日  18:00～19:00 事務所  

（イ）議題  

①来年度の事業計画・予算について 

②その他重要事項について 

 

以  上  


